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ハ
リ
ス
ト
ス
天
よ
り
す
、
迎
え
よ 

ハ
リ
ス
ト
ス
生
ま
る
、
崇
め
讃
め
よ 

【年末年始日程】 

12月31日㈰ 10:00 

  降誕祭後の主日聖体礼儀 

01月01日㈪ 深夜0:00  

     新年感謝祈祷       

       午前11:00   

       新年感謝祈祷 

ハ
リ
ス
ト
ス
地
に
あ
り
、
挙
が
れ
よ 

地
、
挙
っ
て
主
に
歌
え
よ 

【降誕祭の奉事】                           

12月24日㈰ 10:00 

 降誕祭前の主日聖体礼儀 

 祈祷後Χmasティー・パーティー 

12月24日㈰ 17:00 

  主の降誕祭徹夜祷             

12月25日㈪  9:00  

  主の降誕祭聖体礼儀  
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 マトフェイによる福音書は預言者イサイヤ

の言葉を引用して、ハリストスの出現を次の

ように表現した。 

 「幽暗に坐する民は大なる光を見、死の

地及び蔭に坐する者に光は輝けり」（4:16） 

 この聖句に関して聖金口イオアンは次の

ように言っている。 

 「イサイヤは、目に見える光や闇が問題に

なっているわけではないことを知らせるため

に、光について『大いなる光』と言っている

が、この光は別の箇所で真の光と言われて

いる。同じように、イサイヤは闇を解釈して

『死の陰』と呼んでいる。…人間は、どこに

行くべきかわからない人々のように、闇に囲

まれて座っているのであり、もはや立ち上が

ることができないのである。」 

 「大いなる光」「真の光」であるハリストス

は、別の聖書の箇所では「義の日（太陽）」

と呼ばれている。もちろんこれも実際の太陽

のことではなく、「救い」という名の光で私た

ちを照らす存在という意味である。 

 ハリストスは、神が人となったお方、童貞

女マリヤより人間の肉体とたましいを取った

真の光、すなわち「天より」降ってきた「朝

日」とも言える。 

 それ故、前駆イオアンの父ザハリヤは、ハ

リストスのことを次のように歌った。 

 「東旭は上より我等に臨めり、幽暗と死の

蔭とに坐する者を照し、我等の足を平安の

道に向わしめん為なり。」（ルカ１：７８-７９） 

 ここで「東旭」と訳された原語のギリシャ語

は「アナトリイ」といい、朝日が昇る方角であ

る「東」をも意味している。そのため、降誕祭

のトロパリでは、次のように歌われる。 

 「…爾、上よりの東を悟れり」 

 太陽は東の空の下から昇るが、ハリストス

は上から降った「東旭（東）」なのである。 

 私たちが日常過ごす世界は、死という闇

に支配されている。不安、不平、不満、不

幸、不和、不信仰、不条理などに囲まれて

座っている。しかし、ハリストスという東旭を、

自分の心を開いて受け入れた時、その光

は、私たちに立ち上がる力を与える。そして

私たちの足は平安の道を歩み始める。 

 太陽の光は閉ざされた部屋には入って来

ないように、ハリストスの光も心を閉じたまま

では自分の奥底には届かない。 

 今こそ、心を開いて、天地と諸預言者と天

使たちと共に、主の降誕を祝おう。（Ｄ） 

天地は、今日、諸預言者と偕に楽しむべし、 

諸天使と衆人とは属神゜に祝うべし、 

蓋、神は童貞女より生れて、肉体を以て 

幽闇と蔭とに坐する者に現れ給えり                     

                           ― 降誕祭 晩堂大課 リティヤのスティヒラより ― 

くらやみ 

かげ 

あさひ くらやみ 

かげ 

あさひ 

あさひ 

くらやみ かげ 

とも 



 (3)               教 会 だ よ り   2020(令和2元)年12月(第522号) 

ご
奉
仕
に
感
謝 

古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す 

 

仙
台
正
教
会
開
教
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ

て
、
古
い
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
仙
台
正
教
会
の
歴
史
を
次
の
五
つ
の
時
期

に
分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

第
一
期 

 
 

 

発
足
よ
り
初
代
仙
台
生
神
女
福
音
聖
堂
建
立
前
ま
で 

明
治
6
年
（1873

）～
明
治
24
年
（1891

）  
 

第
二
期 

 
 

 

初
代
生
神
女
福
音
聖
堂
建
立
よ
り
聖
堂
焼
失
前
ま
で 

 

明
治
25
年
（1892

）～
昭
和
19
年
（1944

）  
 

第
三
期 

 
 

 

聖
堂
焼
失
か
ら
二
代
目
聖
堂
建
立
前
（仮
会
堂
）ま
で 

 

昭
和
20
年
（1945

）～
昭
和
33
年
（1958

）  
 

第
四
期 

 
 

 

二
代
目
聖
堂
建
立
か
ら
三
代
目
聖
堂
建
立
前
ま
で 

昭
和
34
年
（1959

）～
平
成
9
年
（1997

）  
 

第
五
期 

 
 

 

三
代
目
聖
堂
建
立
か
ら
現
在
ま
で 

 
 

 
 

 

平
成
10
年
（19

98

）～
令
和
5
年
（2023

）  
  

最
も
写
真
が
な
い
の
は

「第
三
期
」の
時
代
の
も
の

で
す
。も
ち
ろ
ん
他
の
時
期

の
も
の
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る
写

真
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。 

見
つ
か
り
し
ま
た
ら
、

水
口
神
父
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。 

境
内
の
落
ち
葉
の
清
掃 

 

10
月
26
日
㈭
、
ニ
コ
ラ
イ
山
田
喜
美

雄
兄
と
イ
リ
ヤ
木
村
良
治
兄
が
、
仙
台

正
教
会
の
境
内
の
落
ち
葉
の
清
掃
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。こ
の
時
期
、街

路
樹
か
ら
落
ち
る
葉
っ
ぱ
で
大
量
の
落
葉

が
境
内
を
埋
め
尽
く
し
ま
す
。 

聖
堂
前
の
プ
ラ
ン
タ
ー 

 

ア
ナ
ス
タ
シ
ア
増
子
陽
子
姉
が
、
聖
堂

前
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
新
し
い
種
を
植
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

ク
リ
ス
マ
ス
・ツ
リ
ー
飾
り 

 

11
月
26
日
㈰
、方
舟
会
と
婦
人
会
が
、ク
リ
ス
マ
ス
・ツ

リ
ー
の
飾
り
つ
け
を
行
い
ま
し
た
。モ
ミ
の
木
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
付
け
る
作
業
は
毎
年
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
も
う
ま
く
装
飾
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
聖

堂
入
口
の
ツ
リ
ー
も
婦
人
会
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。 
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昨
年
に
引
き
続
き
、
東
日
本
主
教
区
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
「
誦
経

奉
仕
者
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
金
成
正
教
会
を
会
場
に
、

30
名
近
く
の
信
徒
が
参
加
し
た
。
13
時
よ
り
開
会
祈
祷
、
局
長
挨
拶

と
し
て
小
池
神
父
様
の
お
言
葉
が
あ
り
、
そ
の
後
、
四
グ
ー
ル
プ
に
分

か
れ
て
四
人
の
司
祭
が
そ
れ
ぞ
れ
指
導
を
行
っ
た
。
こ
れ
か
ら
誦
経
奉

仕
を
始
め
た
い
人
の
た
め
に
小
池
神
父
様
、
声
の
出
し
方
な
ど
を
習
い

た
い
人
の
た
め
に
水
口
神
父
様
、
時
課
や
聖
体
礼
儀
に
お
け
る
祈
祷
書

の
使
い
方
を
知
り
た
い
人
の
た
め
に
田
畑
神
父
様
、
徹
夜
祷
の
誦
経
を

知
り
た
い
人
の
た
め
に
松
島
神
父
様
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。 

 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク 

 

今
年
の
東
日
本
主
教
区
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
聖
歌
研
修
会
」
は
、
同

じ
内
容
の
研
修
会
を
9
月
に
仙
台
と
11
月
に
盛
岡
と
計
二
回
行
う
こ

と
と
な
り
、
二
回
目
の
研
修
会
が
11
月
23
日
に
盛
岡
正
教
会
で
予
定

ど
お
り
開
催
さ
れ
た
。
盛
岡
正
教
会
の
信
徒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

北
鹿
、
山
田
、
遠
野
、
岩
谷
堂
、
そ
し
て
盛
、
一
関
か
ら
、
予
想
を

上
回
る
32
名
の
参
加
者
を
得
て
、
13
時
よ
り
15
時
す
ぎ
ま
で
約
2

時
間
の
集
中
研
修
と
な
っ
た
。
音
楽
の
し
く
み
を
短
時
間
で
習
得
す

る
の
は
無
理
で
は
あ
る
が
、
楽
譜
を
と
お
し
て
正
教
会
聖
歌
の
特
徴

を
知
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
。
研
修
会
終
了
後
、
信
徒
会
館
で
お
茶

菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
懇
親
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
た
。 

 ▲ マルコ小池神父様より研修会の主旨のお話 

 ▲ 誦経のための声の出し方を学ぶグループ 
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白
河
正
教
会
だ
よ
り 

 

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
文
化
庁
に
よ
る「
文
化
財
保

護
強
調
週
間
」
の
一
環
と
し
て
、
11
月
3
日
か
ら
5

日
に
か
け
て
白
河
正
教
会
生
神
女
進
堂
聖
堂
の
一
般

公
開
が
行
わ
れ
た
。
地
元
信
徒
延
べ
7
名
が
交
代
で

対
応
し
、
3
日
は
53
人
、
4
日
は
87
人
、
5
日
は

63
人
、
合
計
203

人
の
見
学
者
が
白
河
正
教
会
を
訪
れ

た
。
昨
年
と
比
べ
る
と
倍
近
い
人
数
と
な
っ
た
。
こ
れ

は
、一
般
公
開
よ
り
一
ヶ
月
ほ
ど
前
に
は
な
る
が
、
9

月

24

日
の

読

売

新

聞

の

日

曜

日

版
の
「
よ
み

ほ
っ
と
」
に

白

河

正

教

会
が
紹
介
さ

れ
た
影
響
も

あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
多

く
の
人
々
の

心
と
目
に
正

教
会
が
焼
き

付

け

ら

れ

た
。

 ▲ アップルふぁ～夢で懇親を深める 

中
新
田
正
教
会
だ
よ
り 

 

10
月
28
日
㈯
、
29
日
㈰
に
か
け
て
、
水
口
神

父
が
中
新
田
正
教
会
を
巡
回
し
た
。
聖
体
礼
儀
に

つ
づ
け
て
毎
年
恒
例
の
「
中
新
田
正
教
会
収
穫

祭
」
が
開
催
さ
れ
、
感
謝
祈
祷
を
行
い
、
今
年
収

穫
さ
れ
た
初
穂
が
成
聖
さ
れ
た
。
月
列
パ
ニ
ヒ
ダ

も
行
わ
れ
、
祈
祷
後
、
今
年
は
場
所
を
移
動
し
、

近
く
の
「
ア
ッ
プ
ル
ふ
ぁ
～
夢
」
を
借
り
て
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
た
。 

 

11
月
12

日
㈰
、
代
式
祈
祷
の
後
、
ロ
ー
ソ

ク
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
作
業
と
境
内
周
り
の
落
ち
葉

清
掃
を
行
っ
た
。 

 

11
月
26
日
㈰
の
聖
体
礼
儀
の
前
に
一
名
の
洗

礼
が
行
わ
れ
た
。 

洗礼おめでとう 

ナデジダ村山 希 姉 

    代父 ペトル 若松勝美 兄 
     代母 アンナ 渡邊和子 姉 
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12月聖名日 

モレーベンのご案内 

12月10日㈰聖体礼儀後 

▲聖致命処女ルキヤ ▲聖致命女アンフーサ 

献 

金 

報 

告 

（5
.1

0
.2

4

～5
.1

1
.2

6

） 

 

12月の聖名日モレーベンに該当する

方々の一覧です。是非ご参祷下さい。 

 ※今月は第二日曜日になります                

聖名日 聖   名 氏   名（敬称略） 

12月7日 エカテリナ 
（アレクサンドリヤの聖致命女） 

高橋めぐみ、山田恵津子、本間まどか  

12月7日 アウグスタ 
（アレクサンドリヤの聖致命女） 

後藤やすゑ 

12月13日 聖使徒アンドレイ 遠藤 守、小野崇耶 

12月19日 ニコライ 
（ミラ・リキヤの大主教奇蹟者） 

大窪 仁、佐藤信一、菅原克明、 

高橋文彦、道家憲雄、本多弘明、 

山田喜美雄、山村英作 

12月21日 アンフーサ（聖致命女） 山崎治子、山寺しちよ 

12月26日 ルキヤ（聖致命処女） 佐藤宏美 

12月30日 アザリヤ（聖三童子） 清水 燈 

聖列祖の主日 聖列祖イサアク 本多由幸、山村一作 

降誕祭献金 
 
 今年も無事、降誕祭を

迎えられたことを感謝し

て、「降誕祭献金」をし

ましょう。 

 専用の封筒および郵便

振替用紙を同封します。

どうぞご利用ください。 

 

前
号
の
献
金
報
告
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

聖
堂
内
献
金 

×

七
万
一
千
七
五
百
四
十
五
円 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇
七
万
一
千
五
百
四
十
五
円 

 
 

感
謝
献
金 

 
×

五
千
円 

中
新
田
正
教
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇
一
万
円 

中
新
田
正
教
会 

 
 

埋
葬
献
金 

 
×

加
藤
雄
（
フ
ィ
ワ
加
藤
敬
子
） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

〇
加
川
雄
（
フ
ィ
ワ
加
川
敬
子
） 

 

 

関
係
者
各
位
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

 

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

 

〇
聖
堂
内
献
金 

四
万
七
千
五
百
六
円 

○
感
謝
献
金 

五
千
円 

横
山
毅
・
渉
（
聖
名
） 

熊
谷
経
光
（
車
成
聖
） 

 
 
 
 
 

昆
守
（
廻
家
祈
祷
） 

三
千
円 

コ
マ
ロ
フ
・
セ
ル
ギ
イ
（
旅
行
前
祈
祷
） 

 
 
 
 

清
水
格
・
燈
（
七
五
三
） 

 



  
 

令
和
五
年
11
月
5
日
㈰ 

 

12
時
10
分
～
14
時
20
分 

３
階
会
議
室 

 

一
、
報
告
事
項 

・
セ
ラ
フ
ィ
ム
府
主
教
座
下
着
座
式
お
よ
び
祝

賀
会 

10╲

22 
 

仙
台
よ
り
着
座
式
（
聖
体

礼
儀
）
に
5
人
が
参
祷
、
祝
賀
会
出
席
は
2

人
。
ま
た
ハ
リ
サ
土
田
姉
と
マ
ト
ロ
ナ
土
田
姉

が
ピ
ア
ノ
演
奏
で
参
加
。
仙
台
正
教
会
と
し
て

祝
金
を
贈
っ
た
。 

・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
「
信
徒
懇
親
会
」 

 

八
幡
平
に
て
10╲

8-

9
に
開
催
。
仙
台
よ
り

8
名
参
加
。
詳
細
は
会
報
を
参
照
。 

・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
宣
教
会
議 

 

一
関
教
会
に
て
10╲

19
に
開
催
。
詳
細
は
会

報
を
参
照
。 

・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
誦
経
奉
仕
者
研
修
会 

 

金
成
教
会
に
て
11╲

3
に
開
催
。
仙
台
か
ら

は
不
参
加
。 

・
七
五
三
モ
レ
ー
ベ
ン 

 

11╲

5 

子
供
参
祷
は
1
名
の
み
。
用
意
し

た
千
歳
袋
は
親
御
さ
ん
に
渡
し
た
。 

・
会
計
報
告 

一
般
／
収
益 

 

特
に
な
し
。 

二
、
協
議
事
項 

⑴ 

降
誕
祭
に
つ
い
て 

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を

12
月
24
日
の
聖
体
礼
儀
後
に
行
な
う
。
約
50
人

分
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
お
菓
子
を
用
意
す
る
。

飲
み
物
は
婦
人
会
で
用
意
す
る
。
余
興
と
し
て

は
、
手
品
や
楽
器
演
奏
や
聖
歌
隊
に
よ
る
合
唱

な
ど
。
ま
た
神
父
に
よ
る
ク
イ
ズ
大
会
も
（
景

品
付
き
）
。
会
場
作
り
は
当
日
の
朝
、
方
舟
会

が
行
う
。 

 

24
日
の
徹
夜
祷
参
祷
者
に
配
布
す
る
カ
ー
ド

と
ク
ッ
キ
ー
（
き
ぼ
う
園
提
供
）
の
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
を
パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
後
に
行
な
う
。 

⑵
こ
れ
か
ら
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

 
仙
台
管
轄
司
祭
が
一
人
に
な
っ
た
。
こ
の
ま

ま
だ
と
月
に
二
回
も
の
代
式
祈
祷
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
来
年
か
ら

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
変
更
し
た
い
。
基
本
的
に

第
一
日
曜
日
に
白
河
巡
回
、
第
四
土
曜
日
も
し

く
は
第
五
日
曜
日
に
中
新
田
巡
回
。
月
例
パ
ニ

ヒ
ダ
は
変
わ
ら
ず
第
二
日
曜
日
。
聖
名
モ
レ
ー

ベ
ン
は
第
三
日
曜
日
。
執
事
会
は
基
本
的
に
平

日
の
第
一
火
曜
日
14
時
と
す
る
。
あ
く
ま
で
も

予
定
で
あ
っ
て
臨
機
応
変
に
対
応
し
た
い
。 

⑶ 

仙
台
教
会
と
し
て
の
首
座
主
教
着
座
祝
賀

に
つ
い
て
、
来
年
の
教
区
会
議
の
時
に
開
催
で

き
な
い
か
検
討
す
る
。 

              

三
、
そ
の
他 

・
リ
メ
イ
ク
着
物
が
12
月
よ
り
再
開
さ
れ
る
予

定(

基
本
的
に
月
三
回
、
日
曜
日)

。
今
後
、
貸

室
料
を
い
た
だ
く
契
約
を
交
わ
す
こ
と
に
す

る
。 

・
正
教
時
報
の
新
年
広
告
を
改
訂
す
る
。 

・
聖
枝
祭
の
枝
と
し
て
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
を
購
入
し

て
い
る
が
、
店
側
の
保
管
料
が
上
乗
せ
さ
れ
て

高
価
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
と
検
討

し
た
い
。 

・
隣
地
解
体
工
事
終
了
、
引
き
続
き
建
設
工
事

開
始 

 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
点
検
と
基
盤
取
替
工
事 

 

・
教
会
車
プ
リ
ウ
ス
点
検
と
タ
イ
ヤ
交
換 

 

 (7)               教 会 だ よ り    2023(令和5)年12月(第558号) 

○
会
報
献
金 

五
千
円 

涌
谷
正
教
会 

 

○
納
骨
献
金 

五
万
円 

岡
多
喜
子
（
遊
佐
せ
つ
子
） 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

十
万
円 

大
寺
道
雄(

十
年
祭
・
五
年
祭
） 

二
万
円 

加
川
雄(

フ
ィ
ワ
加
川
姉
40
日
祭
）
、 

 
 
 
 

平
塚
郁
子 

三
千
円 

刈
田
満
彦
、
服
部
幸
枝
、
伊
藤
光
子 

     
   

岡
崎
文
子
、
高
橋
文
彦
、
笹
川 

皓
、 

二
千
円 

大
立
目
謙
直
、
小
原
淑
子 

一
千
円 

佐
藤
明
彦  

 
 
 
 

※
敬
称
略 



 2023(令和5)年12月(第558号)   教 会 だ よ り                        (8)            

2
日
㈯ 

※
徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
1
調 

3
日
㈰ 

第
26
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 

 

書
札 

エ
フ
ェ
ス 

5:

8-

19 
 

 
 

 

福
音 

ル
カ 
12:
16-

21 

※ 

こ
の
日
は
代
式
祈
祷
と
な
り
ま
す
。
聖
体
礼
儀
は 

 
 

 

行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

2-

3
日
水
口
神
父
白
河
正
教
会
出
張 

  

２
日
㈯ 

18
時 

祭
日
徹
夜
祷 

  

３
日
㈰ 

10
時 

生
神
女
進
堂
祭
（堂
祭
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

聖
体
礼
儀 

３
日
㈰ 

生
神
女
進
堂
祭
晩
課 

（
17
時
） 

４
日
㈪ 

生
神
女
進
堂
祭
聖
体
礼
儀
（
9
時
） 

 

〇
定
例
執
事
会 

12
月
５
日
㈫
（
14
時
） 

 

9
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
2
調
（
17
時
） 

10
日
㈰ 

第
27
主
日
聖
体
礼
儀 

（
10
時
） 

 
 

書
札 

エ
フ
ェ
ス 

6:

10-

17 
 

 

 
 

福
音 

ル
カ 

13:

10-

17 

 
 

▼
聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

 
 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
／
ミ
ニ
講
話
／
方
舟
会 

10
日
㈰ 

中
新
田
正
教
会
・
代
式
祈
祷
（
10
時
） 

16
日
㈯ 

※
徹
夜
祷
は
お
休
み 

第
3
調 

17
日
㈰ 

第
28
主
日
代
式
祈
祷
（
10
時
30
分
） 

 
 
 

書
札 

コ
ロ
サ
イ 

1:

12-

18 
 

 
 
 

福
音 

ル
カ 

17:

12-

19
【
第
29
主
日
分
】 

 

◇
降
誕
祭
前
清
掃
奉
仕 

 

16-

17
日
水
口
神
父
中
新
田
正
教
会
出
張 

 

16
日
㈯ 

16
時 

聖
歌
練
習 

 

 
 

 
   

     

17
時 

祭
日
前
晩
祷
・祝
賀
会 

  

17
日
㈰ 

10
時 

降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

 

18
日
㈪ 

祭
日
徹
夜
祷 

 
 

 
 
 

（
17
時
） 

19
日
㈫ 

ミ
ラ
・
リ
キ
ヤ
の
奇
蹟
者
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聖
体
礼
儀 

（
9
時
） 

 

23
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
4
調
（
17
時
） 

24
日
㈰ 

降
誕
祭
前
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
書
札 

エ
ウ
レ
イ
11:

9-

10
，
17-

23
，
32-

40  

 

福
音 
マ
ト
フ
ェ
イ 

1:

1-

25 

 

❖
ク
リ
ス
マ
ス
・
テ
ィ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
ー 

 

24
日
㈰ 

降
誕
祭
徹
夜
祷 

 

（
17
時
） 

25
日
㈪ 

降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

 
 

（
9
時
） 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ  

4:

4-

7 

 
 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

2:

1-

12 

30
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
5
調
（
17
時
） 

31
日
㈰ 

降
誕
祭
後
の
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 
 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ 

1:
11-

19 

 
 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

2:

13-
23 

  

12
月
行
事
・

奉
事
予
定 

     12月の予定 
 
【聖名日感謝祷】→10㈰ 

【月例パニヒダ】→10㈰ 

【ミニ講話】→10㈰ 

【方舟会】→10㈰ 

【婦人会】→今月はお休み 

【聖堂清掃奉仕】→17㈰ 

【教会学校】→随時 

【聖歌隊練習】→3㈰、10㈰、17㈰ 

【伝道会】6㈬、13㈬、20㈬ （27㈬はお休み） 

※ 会報に掲載されました写真でご希望のものがあればプリントいたしますのでご遠慮なくお申し出ください。 

12月24日㈰祈祷後に信徒会館４

階において開催します。 

 軽食を取りながらのささやかな会

です。楽しい時間も企画していま

す。例年のプレゼント交換はありま

せん。お気軽にご参加ください。 


